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回

鍛
ち
、
地
所
を
資
却
し
て
退
去
せ
り
。
依
り
て
留
地
は
迫
h
k

小
家
共

を
建
て
一
町
と
な
し
、
八
坂
下
へ
の
道
絡
を
付
け
て

、
町
名
を
成
瀬

し
、
内
蔵
助
と
和
す
る
蕗
、
享
保
十
九
年
叔
父
官
談
の
本
知
千
石
返

し
賜
は
り
‘
如
巳
冗
家
称
八
千
石
と
成
る
。
nー
よ
り
後
世
々
八
千
石
を

ら
れ
.
後
伏
見
抜
の
mm守
居
を
勤
め
た
り
。
内
説
助
吉
政
は
共
三
男

也
。
附
院
長
十
年
利
長
卿
に
奉
仕
し
.
迫
之
笠
服
せ
ら
れ
、

一
応
千
石

川
酬
は
り
、
人
持
組
頭
K
て
家
老
役
を
勤
め
、
利
常
卿
K
M陪
仕
し
て
、

は
哲
申
棋
に
て
、
微
妙
公
開
山
逝
に
付
宮
口
問
川
左
門
殉
死
の
時
宿
せ
し
と

-E
停
へ
た
り
。
と
云
へ
り
。
今
按
・
ヂ
る
に
、
右
は
悶
治
一
見
年
の
背
中
也
。

町
と
せ
り
。
戸
伽
〕

O
成
瀬
内
閣
制
吉
政
侮

領
し
.
子
孫
連
続
す
。
按
・
千
る
に
、
成
期
間
氏
も
共
の
胞
内
出
陣
助
吉
政

以
来
、
世
k

若
年
寄
・
家
老
役
を
勤
め
、
家
総
減
少
す
る
事
な
〈
、
本

来
共
子
孫
辿
州
馴
し
て

.
出
県
勢
隆
議
也
と
い
ふ
べ
し
。

。
八
百
物
屋
某
居
邸

他
日
出
記
陀
云
ム
。
材
木
町
成
瀬
氏
の
居
第
門
前
な
る
八
百
物
応
何
梨

成
制

mk一
宮
ふ
。
本
閣
4
9
河
、
共
の
組
成
期
間
吉
布
術
門
一

一如
、
徳
川

家
股
公
陀
奉
仕
し
、
二
千
百
石
を
賜
は
り
、
根
来
同
心
百
人
を
預
け

ら
れ
、
七
高
石
の
代
{
自
主
動
む
。
院
長
五
年
秀
忠
公
旅
事
行
を
命
ぜ

正
保
元
年
十
月
三
日
即
日
す
。
廿
平
年
六
卜
八
歳
。
長
m
抑
制
胤
家
容
を
総

古
.
川
越
知
之
内
八
千
石
川
畑
は
り
.
内
総
助
と
糾
す
。
次
冊
目
士
ロ
安
三
千

石
配
分
知
印
刷
は
り
、
市
正
と
糾
し
、
後
誕
一
五
左
術
門
と
改
め
別
家
主

建
て
た
り
。
川
品
胤
の
長
男
出
品
隆
中
部
粧
を
織
ぎ
、
越
知
之
内
七
千
石
賜

三
筆
記
K
云
ふ
。
品
川
充
門
は
金
揮
に
参
活
し
、
先
づ
閥
的
備
中
宅

へ
立
寄
り
け
れ
ば
、
色
-R

の
馳
走
あ

p
。
日
暮
陀
及
び
浅
野
川
材
木

町
商
人
方
に
一
宿
す
。
も
と
よ
り
約
束
の
都
な
れ
ば
‘
脇
問
時
官
左
衛

門
郡
ね
来
て
、
と
や
か
く
物
部
し
・
追
付
設
来
を
あ
ら
た
め
、
貧
困

は
り
、
内
山肌
助
と
抑
制
す
。
次
男
山
品
品
目
千
石
配
分
知
山
醐
は
り
、
別
家
主

建
て
.
後
加
思
共
千
八
百
石
脇
は
り
、
人
持
組
と
成
る
。

wM隆
の
嗣

子
前
腕
、
新
知
千
石
川
畑
は
り
、
若
年
寄
役
主
動
む
る
庭
、
父
に
先
立

ち
泌
す
。
共
の
子
前
延
、
阻
父
山
知
隆
が
遺
跡
を
総
吉
、
じ
千
石

E
仮

寺
へ
同
道
な
り
。
と
見
h
、
藤
間
安
勝
能
記
に
、
品
川
左
門
小
松
よ

り
金
探
へ
慌
越
し
、
材
木
町
と
一
苫
ふ
践
陀
借
宅
致
し
罷
在
h

へ
友

門

迫
限
前
・
安
勝
第
E

暇
乞
-
彼
宅
へ
問
問
越
す
。
と
あ
り
て
、
殉
死
の
意
味

を
E
細
に
記
載
せ
り
。
拾
寂
名
言
記
陀
、
品
川
左
門
は
御
供
仕
四
日
悟

無
v
之
、
人
々
御
供
仕
可
v
M
m
州
怖
に
沙
汰
仕
山
。
御
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